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山鹿小の教育活動はたくさんの方々に支えてもらっています。学校全体 

にかかわるものだけでも「読み聞かせ（ひまわり会）」「登下校の見守り・ 

あいさつ運動」「学習支援ボランティア（丸付け先生）」「スクールバス・ス 

クールタクシー」「ICT 支援員」「用務員」「駐車場提供（保利病院跡地）」 

「敷地提供（大宮神社）」等々、多岐にわたります。これに各学年でお世話になった方々を加えると・・・。

地域の支えが本当にありがたいですね。山小っ子は恵まれていると思います。 

これらの方々に感謝の気持ちを伝えようと、2 年生が「ありがとう発表会」を開きました。まずは、で

きるようになったことを披露し、その後、感謝の手紙を手渡しました。子供たちはちょっぴり照れくさそ

うにしているところがまた可愛く、受け取られるお客様の表情もにこやかでした。最後は全員で記念写真

をパチリ!! 

お礼の気持ちが伝わった感謝の会になりました。学校代表として活躍した 2 年生、ありがとう!!2 年部

の先生方お世話になりました。 

「変わった？」 

全国で教員不足が課題となっているニュ 

ースを聞いて久しい。働き方改革なども叫 

ばれているところだ。「教員のなり手がいな 

い」と思っていたのだが…。ベ○ッセが現役中高生に行った

「中高生の将来の夢や職業に関するアンケート調査」による

と、男女ともに「教師・教員・大学教授」が１位だったそうだ。 

「マジで⁉」思わずスマホ画面に向かってツッコんでしまっ

た。娘（中２）に聞いてみると、「いや、周りにはおらん」と

即答。 

事実なら、５年後・１０年後、教育現場は若い教員であふれ

かえっている・・・かもしれない。 

 

 

 

 

 

２月１日・８日に研究授業が行われました。授業者の先生方、関係の先生方ありがとうございました。 

8 日をもって今年度の授業研は終了しました。１人１本の授業を行い「①個人の授業力を高める」「②学

校の組織力を高める」ことができました。そして、それは子供の輝きにつながりました。成果と課題を振

り返り、３月、来年度の教育活動に生かしていきたいものです。研究主任の中井先生ご苦労様でした。 

 

 

２月４日（土）に４年生が地域のイベントに参

加しました。１０団体が八千代座集結しました。

４年生はそのトップバッターで太鼓の演舞を披

露し、大きな拍手をもらったということでした。 

山小の評判がまた上がったことでしょう。 

 

NRT が迫ってきました。対策を立てて臨むよう

にしましょう。あとひといきです。 



 

 


